
１３ 防災指針の早期策定をはじめとする原子力災害対策の推

   進 

（経済産業省）

 

この度の福島第一原子力発電所の事故において，放出された放射性物質が，土壌

や農産物等を汚染するなど周辺環境に重大な被害を与えており，原発事故の究明と

安全対策についての抜本的な見直しが求められています。 

京都市におきましては，今後，国の防災指針及び京都府の地域防災計画に準拠し

た「京都市地域防災計画（原子力災害対策編）」を策定するとともに，環境放射線モ

ニタリングの充実や市民への情報伝達体制の整備等を進めることとしています。 

原子力災害においては広域的な対策が何よりも重要であり，国・府・市の整合性

のとれた実効性のある防災体制を確立しなければなりません。このためには，防災

指針の策定及び地域防災計画（原子力災害対策編）策定のためのガイドラインの提

示等を早期に行う必要があります。 

加えて，原子力防災対策には多額の経費を要するため，原子力発電所の立地自治

体だけでなく京都市のような周辺自治体に対しても財政的支援を求めます。 

つきましては，次のとおり要望します。 

要望事項 

１ 原子力災害に対する安全を担保するための防災指針の早期策定等 

２ 原子力防災体制の確立に係る施策への財政的支援 

 

所管の省庁課：経済産業省 原子力安全・保安院（企画調整課，原子力安全技術基盤課，原子力防災課）

京都市の担当課：行財政局 防災危機管理室 危機管理課長 吉田不二男 TEL 075-212-6793 
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○ 緊 急 時 に 防 護 措 置 を 準 備 する 区 域 に 市 域 の 一 部 が 含 まれ るこ とが 想 定 さ

れるため，京 都 市 では地 域 防 災 計 画 (原 子 力 災 害 対 策 編 )の策 定 が必 要 ！ 

○ 計 画 を早 期 に策 定 するためには，国 の防 災 基 本 計 画 及 び指 針 のみならず，

ガイドラインやマニュアルを示 す等 の国 の支 援 が必 要 ！ 

○ 国 に お け る 法 整 備 が な さ れ る ま で の 間 も ，万 一 の 原 子 力 発 電 所 事 故 発

生 に 備 え る 必 要 が あ る た め ，京 都 市 で は ，原 発 事 故 発 生 時 に お け る 市

民 へ の 健 康 へ の 影 響 等 を 最 小 限 に す る た め 講 じ る べ き 対 策 を 定 め た

「 京 都 市 原 子 力 発 電 所 事 故 対 応 暫 定 計 画 」 を 平 成 24 年 3 月 に 策 定  

○ 原 子 力 安 全 委 員 会 で は「 緊 急 時 防 護 措 置 を

準 備 す る 区 域 (Ｕ Ｐ Ｚ )」を ，原 子 力 発 電 所

か ら 30 ㎞ の 範 囲 を め や す と し て い る 。  

○ 大 飯 発 電 所 か ら 30 ㎞ 圏 内 に 左 京 区 最 北 部

の 山 間 部 の 一 部（ 久 多 ，広 河 原 地 区；居 住

者 な し ） が 含 ま れ る 。  

京 都 市 と 大 飯 発 電 所 の 位 置 関 係
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各 品 目 毎

年 １ 回  

河 川 水 8 月

底 質 土 8 月

京 都 府  京 都 市  京 都 市  京 都 市  京 都 市  

( * 1 )市 内 4 浄 水 場 （ 蹴 上 ， 松 ヶ 崎 ， 山 ノ 内 ， 新 山 科 ）  
 ( * 2 )久 多 簡 易 水 道 ， 広 河 原 ・ 花 背 簡 易 水 道 ， 京 北 中 部 簡 易 水 道 ， 大 原 簡 易 水 道  
 ( * 3 )こ か ぶ ， ね ぎ ， キ ャ ベ ツ ， こ ま つ な ， き ゅ う り ， な す ， え だ ま め ， 米  
 ( * 4 )鴨 川 ， 高 野 川 ， 桂 川 ２ 箇 所 ， 天 神 川 ， 宇 治 川 ， 小 畑 川  
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国 の 動 向 及 び 原 子 力 発 電 所 と の 位 置 関 係

京 都 市 原 子 力 発 電 所 事 故 対 応 暫 定 計 画 の ﾎﾟｲﾝ ﾄ (平 成 24 年 3 月 策 定 ，4 月 運 用 開 始 )

モ ニ タ リ ン グ 体 制 の 整 備  

避 難 措 置 計 画 の 策 定  

大 飯 発 電 所 か ら 30 ㎞ 圏 内 及 び 同 範 囲 に 隣 接 す る 地 域 を 対 象 と し て ，屋 内 退 避 や
避 難 収 容 等 の 防 護 活 動 に 必 要 な 事 項 を 定 め る 。  
【 情 報 伝 達 】 テ レ ビ 等 報 道 ， イ ン タ ー ネ ッ ト 等 情 報 通 信 手 段 ， 広 報 車 ・ ヘ リ コ

プ タ ー ， 電 話 ， 住 民 相 互 に よ る 伝 達 等  
【 避 難 マ ニ ュ ア ル の 作 成 】 地 域 の 実 情 に 応 じ た マ ニ ュ ア ル の 作 成 を 推 進


